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商
い
で
国
益
に
貢
献
す
る
！
直
吉
の
国
を
思

う
志
は
高
い
。
当
時
、
防
虫
・
防
臭
や
セ
ル
ロ

イ
ド
の
原
料
に
利
用
さ
れ
て
い
た
樟
脳
に
着
目

し
た
。
日
本
は
日
清
戦
争
で
台
湾
を
得
た
。
台

湾
は
樟
脳
の
宝
庫
。
台
湾
総
督
府
民
政
局
長
は
、

後
藤
新
平
。
財
政
的
自
立
の
た
め
、
樟
脳
の
専

売
制
を
図
っ
た
。
直
吉
は
後
藤
に
接
近
。
こ
れ

に
反
対
す
る
勢
力
を
切
り
崩
し
た
。

　
そ
の
功
に
よ
り
、
樟
脳
油
の
65
％
の
販
売
権

を
取
得
。
こ
れ
が
発
展
の
契
機
と
な
っ
た
。
自

社
の
樟
脳
工
場
を
作
り
、
薄は

っ

荷か

・
砂
糖
の
生
産

に
も
着
手
す
る
。
こ
れ
を
金
融
面
で
支
え
た
の

が
台
湾
銀
行
。
後
藤
と
台
湾
銀
行
は
、
商
店
の

運
命
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
時
代
は
重
工
業
へ
移
る
。
鉄
鋼
・
造
船
・
紡

績
・
製
粉
…
。
次
々
と
事
業
を
興
す
。
他
財
閥

は
金
融
業
を
中
心
と
し
た
が
、
直
吉
は
「
生
産

こ
そ
最
も
尊
い
経
済
活
動
」
と
の
信
念
を
持
っ

た
。
煙
突
男
と
の
異
名
も
と
る
。
ま
た
情
報
が

盛
衰
の
鍵
を
握
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
に
各

国
へ
支
店
を
置
い
た
。
直
吉
は
神
戸
か
ら
世
界

を
見
つ
め
て
い
た
。

　
大
飛
躍
は
第
一
次
世
界
大
戦
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
軍
需
品
の
高
騰
を
い
ち
早
く
予
測
。
全
て

の
商
品
の
一
斉
買
い
を
、
特
に
「
鉄
と
名
の
つ

く
も
の
は
、
金
に
糸
目
を
付
け
ず
に
買
い
ま

く
れ
」
と
指
示
。
物
資
不
足
に
悩
む
連
合
軍
に
、

船
舶
や
食
糧
を
大
量
に
供
給
し
た
。「
三
井
・
三

菱
を
圧
倒
す
る
。
さ
も
な
く
ば
天
下
を
三
分
す

る
」
意
気
込
み
を
持
て
と
檄
を
飛
ば
す
。

　

 

神
戸
。
開
放
的
で
異
国
情
緒
漂
う
街
。
幕

末
、
欧
米
は
開
港
を
迫
る
。
孝
明
天
皇
は
拒
否
。

時
の
老
中
は
、
白
河
藩
主
阿
部
正
外
。
板
ば
さ

み
に
苦
し
む
が
、
開
港
を
決
定
。
朝
廷
か
ら
責

め
ら
れ
る
。
官
位
召
し
上
げ
の
上
、
棚
倉
藩
に

移
封
。
戊
辰
の
折
、
白
河
は
空
き
城
だ
っ
た
。

　

明
治
を
迎
え
神
戸
は
賑に

ぎ

わ
っ
た
。
そ
の
中

に
、
砂
糖
を
商
う
鈴
木
商
店
と
い
う
小
さ
な
店

が
あ
っ
た
。
店
主
岩
治
郎
、
妻
よ
ね
。
こ
の
店

が
、
大
正
半
ば
に
、
三
井
・
三
菱
に
匹
敵
す
る

大
企
業
へ
成
長
す
る
。
そ
の
立
役
者
は
、
金
子

直
吉
。
怪
物
と
評
さ
れ
た
。
土
佐
の
貧
家
の
生

ま
れ
。
学
校
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
質
屋
の
丁

稚
に
な
り
、
質
草
の
本
を
貪
り
読
む
。〝
質
屋
大

学
〞
で
膨
大
な
知
識
を
蓄
え
た
。

　

小
男
、
極
度
の
近
視
、
身
な
り
に
無
頓
着
。

風
采
は
あ
が
ら
な
い
が
、
無
類
の
仕
事
好
き
。

誠
実
無
私
の
人
柄
。
明
治
27
年
に
店
主
が
逝
去
。

よ
ね
を
代
表
と
し
再
出
発
す
る
。
そ
の
直
後
、

直
吉
は
樟し

ょ
う

脳の
う

の
先
物
取
引
で
大
き
な
損
害
を
出

す
。
よ
ね
は
咎と

が

め
ず
店
の
命
運
を
直
吉
に
託
し

た
。
直
吉
は
よ
ね
に
忠
誠
を
誓
い
、
自
ら
に
実

物
の
な
い
取
引
を
禁
じ
た
。
よ
ね
は
〝
お
家
さ

ん
〞
と
呼
ば
れ
、
店
員
の
精
神
的
支
柱
に
な
っ

た
。
夢
と
希
望
を
乗
せ
、
鈴
木
丸
が
出
航
す
る
。

　

鈴
木
商
店
は
瞬
く
間
に
新
興
財
閥
と
な
る
。

傘
下
企
業
は
80
。
大
正
６
年
の
売
上
げ
は
15
億

（
現
在
の
約
８
兆
円
）。
当
時
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
約

１
割
。
ス
エ
ズ
運
河
を
通
る
船
の
１
割
は
鈴
木

の
船
と
い
わ
れ
た
。
翌
年
も
16
億
を
超
え
、
文

字
通
り
日
本
一
に
な
る
。
帝
大
・
高
商
（
一
橋
、

神
戸
大
）
の
秀
才
が
次
々
に
入
社
。

　
だ
が
不
幸
の
影
が
さ
す
。
米
騒
動
が
全
国
に

波
及
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
買
い
占
め
の
元
凶
は
鈴

木
と
煽あ

お

る
。
時
の
権
力
者
、
後
藤
批
判
の
口
実

に
も
利
用
さ
れ
た
。
本
店
は
無
残
に
焼
か
れ
た
。

大
戦
が
終
わ
り
一
転
し
て
不
況
へ
。
軍
縮
条
約

で
艦
船
数
が
制
限
さ
れ
、
製
鋼
・
造
船
の
中
核

が
大
打
撃
。
さ
ら
に
関
東
大
震
災
…
。

　
台
湾
銀
行
か
ら
の
借
入
が
膨
ら
み
、
融
資
総

額
の
７
割
を
占
め
た
。
政
争
の
具
に
も
な
っ
た
。

そ
し
て
融
資
停
止
。
昭
和
２
年
〝
巨
船
〞
が
沈

む
…
。
事
業
拡
大
に
走
り
過
ぎ
た
。
系
列
の
銀

行
を
持
た
な
か
っ
た
。
直
吉
に
依
存
し
、
近
代

化
が
遅
れ
た
。
だ
が
、
大
き
な
種
を
ま
い
た
。

日
商
岩
井（
双
日
）、
神
戸
製
鋼
、
帝
人
、
石
川

島
播
磨
重
工
業
、
日
本
製
粉
…
。
こ
れ
ら
名
門

企
業
は
鈴
木
商
店
を
源
流
と
す
る
。
ま
た
、
政

財
界
で
活
躍
し
た
人
材
も
多
数
生
ん
だ
。

　
お
家
さ
ん
は
〝
大
き
な
夢
を
み
さ
せ
て
も
ろ

う
た
〞
と
、
倒
産
に
も
泰
然
と
し
て
い
た
。
直

吉
は
終
生
借
家
住
ま
い
。
一
銭
の
私
財
も
残
さ

な
か
っ
た
。
誰
も
が
あ
ま
り
の
質
素
さ
に
驚
い

た
と
い
う
。
鈴
木
商
店
は
、
近
代
日
本
の
壮
大

な
ロ
マ
ン
で
あ
り
、
壮
麗
な
蜃
気
楼
だ
っ
た
。

「
鈴
木
商
店
と
い
う
蜃
気
楼
」

市長の手控え帖
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